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全国のがん診療連携拠点病院の相談支援センターで配布しています。   

全国のがん診療連携拠点病院は、がん情報サービス  

携帯版－「病院を探す」で参照できます。  

103．大腸がん  104．肝細胞がん   105．膵臓がん  102．食道がん  101．胃がん  
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113．喉頭がん  114．舌がん  111．髄膜腫  112．聴神経鞘腫  106．胆のうがん  
■■J互．6  

ニニ∵ニ∴」  噂孝  
▼ ▲1ゝ  －（  

122．胸腺腫と  
胸腺がん  

123．肺がん  131∴悪性リンパ腫 13Z．多発性骨髄腫  121．中皮腫   
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133．慢性骨髄性  142．卵巣がん  151．腎孟尿管がん 152．腎細胞がん  141．子宮頸がん  

162．乳房外  163．悪性繰維性  

バジェット病  組織球腫   

154．膜胱がん  161．悪性黒色腫  153．前立腺がん  
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がん冊報サービスホームページ  

がん情報サービス  

201．  

家族ががんになったと  

き  

001．  

相談支援センターに  

ご相談ください  

筐：諾わtん1ノンクーーがハ・勾符頒闇汁ンタ州  
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203がん治療と口内炎  

N‡云W！  

がん情報サービス（h仕p：／／ga血ohoJp／）から冊子ファイル  

を  

ダウンロードできます。  

その他、がんについて信頼できる情報をわかりやすく紹介  

しています。   
国立がんセンターがん対策情報センター発行（H21．6）  
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患者必携について  
がん対策推進基本計画 2007年6月  

分野別嘩策（3）がん医療に関する相談支援及び情報提供  

（取り組むべき施策）  

定インターネットの利用の有無に関わらず、得られる情報に差が生じ  

ないようにする必要があることから、がんに関する情報を掲載した  

パンフレットやがん患者が必要な情報を取りまとめた患者必携を作  

成し、拠点病院等がん診療を行っている医療機関に提供していく。  

（個別目標）  

や当該パンフレットや．、がん甲種類による特性等も踏まえた患者必携  

等に含まれる情報をすべてのがん患者及びその家族が入手できる  
ようにすることを目標とする。  

1  

がん患者必携の3本柱  
がんの病状に応じた、がん医療・緩和ケア・在宅療養・介護支援等の情報  

「参加型手帳」として自己の記録や情幸引こ特化した部分  

住み慣れた家庭や地域での療養を選択できるべく、地域の特性に応じた情報  

都道府凛・彪磨どの  
ページ友i者L．込み  

心のサポート  

療養情報  

生活支援情報  
体験談  

チェックリスト  

診療メモ  

ダイアリ⊥  

かかりつけリスト  

A5シ→／冊子  A4判 家庭で利用  A5判 携帯用  

がんと向き合うための  

横断的情報  

書き込み式  

バインダ  

地域に特化した  

情報  

栃木、茨城、静岡、愛媛  

をモデルとして作成  
2  

二さ：豆亘≠仁王蒔こここtT一・－‾；－、   
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今後の計画榊H21年度  
・試作版の評価  

試験配布計画  試験配布   

評価  確定版  

がん情報サービスでpdfファイル公開  

＞ホームーページアンケート  

7／3都道府県がん診療連携拠点病院連絡協議会で配布  

＞地域がん診療拠点病院へ郵送  

7／11市民向け情報講演会  

患者t市民パネルでモニタリング  

対がん研究班で実証実験  
ェミ長†主喪よi∴i‾：‥：‾丁ごニ、；  
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平成21年度におけるがん対策情報センターの研修計画（予定）  

対象  都道府県  
研修名  

端遁   要件   からの 推薦  研修期間  定員   研修の目的・概要   平成2一年度予定  

養成   

臨床橙凛10年以上で、そのうち少なくとも技和医  ③（新道  各都道府県  
城和ケアの基本教育のための都道府県指  医師  
導者研修  痍の臨床経験が専従の場合3年以上、兼任の場 合5年以上であること  ○   府県が推 讃する 者）  有  3日   ト2人葺 員6一人   教育の中心となる指導者育成のための研修．   

がん医動こ携わる精神は躇医が捕神腹痛学に  
臨床経験10年以上で、そのうちがん患者の精神  関して「知っているべき知軌と「臨床上実施す  

精神性綴字の基本数馬のための都道府県  
指導者研炸  医師  症状の雄和に携わる種族が専従もしくは専任の  ○  ③（都連 府県が推  有  2日  各都道府県    るべき内容」を理解し今後都道府県がん対  2009／4／25－26      鳩舎3年以上、その他の場合5年以上あることが 望ましし†   薫する 者）    】一之人 定員別人  東経進計画などに基づいて実施される「がん医 療に携わる医師向けの研削で数育するべき内  

容を理解する。   

レジデントに準ずる身分で、がんセンターにおけ  
以下の条件の全てに該当する看  年間2回  
①大字（医学捕捉）卒業の医師免許‡正を有する医  

短期がん専門研欄  
中央病院各  

医師  師であって、平成20年4月1日の時点で．拍床柱  い、地域における指導者として活動できる人材  
抜3年以上を有する者②研修を希望する診療科の  10人 東病院各5人  

専門的な知1鉱を有する肴   法、放射線治療および擢和ケア専攻者を使先  
的に採用する。   

がん看技に関する研條を各都道府県において  
がん看技研体企画・指導者研修  看技師  がん肴技研棒の企画・運営を行う肴   年間2回  各回50人（合   円滑かつ効果的に実施することを推進するため  第l回：H21年6月25日、之8日  

○  ①（②）  有  
率者を育成する。   

がん化学療法看護  
コース   

年間1回 4  40人   
日間  H21年9月8・一1】日  

がん診療に従事する看ほ師に対し、高度で専  
がん有性専門分野  
（指導者）講義研樺  の指導者的立場の看技師   看技師  看Il師権鞍5年以上かつ専「1分野椎購3年以上   ．0  ■、－②  無        門的な知l疑および技術を習得させ、がん看枝美 践の充実を盛る。がん看捜の各専門分野にお  

放射線療法肴は  年間1匡】   ヰ0人  ける地域および施放でのリーダーを養成する．  
コース  3日間  

H21年9月2～4日   

がん化学環法看技  
コース   6人   H之1年10月5日－12月25日  

遁血幹細胞移植肴  がん診療に従事する声援師に対し、高度で専  
技コース  看1壬師校験5年以上かつ専Fl分野桂嬰3年以上  門的な知はおよび技術を習得させ、がん有珠実  

看技師  の指導者的立場の看技師  ○  ②  有  年間1回 3  践の充実を図る。がん肴技の各専門分野にお  

がん有性専門分野  講猿研修を受講しておくこと  ケ月  ける地域および施設でのリーダーを養成する，  
講蔵研修を踏まえた実地研惟を行い、がん看  

（指導者）実地研修  

放射線療法看櫨  
撞実践能力の向上を目指す。  

コース  4人  H21年10月5日－12月25日  

がん看は専門分野（指導者）実地研抹受闇闇  

フォローアップ研体   看技師  H19年度・H20年度に実地研修を受講修7した肴 援師  ○  ②  無  年間1国 1日  30人程度   の臨床実践および地域や施設でのリーダーシッ プ先様についてフォロ 
ーアップを行う．   

身体症状担当医師、精神  
がん診療連携拠点病院緩和ケアチーム研    症状担当医師、看ほ師お   娃和ケアの提供体制の整備と、院内牲和ケア   

棒金  てのでのコン  ○  （D（②）  無   2日  16チーム    2009／8月7日、8日（東京）  

人）と←て参加   件数■として）あることを原則とする  
ベき役割と専門的な知はを習得する．   

身体症状担当医師、精神  

がん診療連携拠点病院緩和ケアチーム基    症状担当医師、看旺師お   
活動が軌道に乗らす、コンサル丁－ションの件数  2日  年間3回  桟和ケアの提供体制の整備と、紘和ケアチー ムの各職キ靂の連携と協働および緩和ケアチー  2009／10月30日、31日（大阪）ハ2月   
が少ないチームであること  について晋絹する。   

以下の条件に全てには当する着  
医師、薬剤師および看護  医師・肴技師・薬剤師からなる医療チーム養成  

年間2回予定  
がん化学療法医療チーム養成指導者研倖    師を1チーム（3人）として参 加  

化竿紺真の立ち上げ、または充実を図ろうとして  
ム育成を巳指し、地域における指導的役割を担  

いる者   える人材育成を目的とした研修内容。   

以下の条件のいすれかに怯当する看  
（D原則としてがん診環連携拠点病院に在籍し、  高度化した放射線治療・放射線旺塙宇を最新  
放射線治療に従事する診療放射線技師琴  

放射線治療計画相導肴研修  
放射線治療の実撼がある匿環機関に在籍し、  放射線治環技師     ②がん診療蓮扶拠点病院以外であって、矧こ   
放射線治療に従事する診療放射線技師琴  できる人材を育成する。   

（∋その他、放射線治環にかかる教育関係者   
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平成21年度におけるがん対策情報センターの研修計画（予定）  

対象  都道府県  
研修名  からの 椎粛  研惜期間  定員   研惇の目的・概要   平成21年度予定  

職ほ   要件   養成   

治療コース   抄環放射絶技師として、3年以上の実務桂城を有  
19日  7人  放射根治環に関わる基本的・網羅的な知はお および実習を通じて竿 

し．下記設備のうち1つを有している施設又は設置i にてい  よび技能を講鼓．Sこ。   

がん診療に従事する  
診療放射絶技師研体  ②  無  袷環放貞寸絶技師    しようとする施設（拠点病院を使先）動乱∃ 鮎恕、CT血礪組紳  ＋i  消化管診断・乳腺診断・CT・MRいR】のモダリ  

診断コース  9日  14人    ティ毎で募集し、それぞれに関わる基本的・網 羅的な知l量および技能を講慕および実習を通じ  
て字ぷ．   

臨床検査技師免許取得後3年以ち臨床検査に従  
細胞診コース   草し、なおかつ細胞診1年以上、又は病理あるい  

がん診療に従卒する  は血液検査2年以上の実掛こ従事しいてる者   年間Z回予定 各回、  細胞診コースおよび超音波コースを扱け、それ ●れの分野において豊冨1一症例数での研棒を   
臨床検査技師研修   臨床検査技師  十  ②  無          貰1回：ZOO9／10／1・｝12／28  

臨床検査技師免許取絹後3年以上臨床検査に従  2 超音波1人   

越音浪コース  寧」、なおかつ超音波検査を1年以上以上の実務  【  
に従事しいてる者  

現在、がんの相抜業掃に携わるか、今後その予  
定がある看で医療・福祉関係の貨格を繕っている  
肴、あるいはそれに隼する肴①がん診療速侠拠  

2日（午抜  

相撲支控センター相談員基程研條（1）  
がん全般、控和ケア、精神ほ備についての概  

相随員     点病院の相談支援機能を有す■る部門において、  ×  ②   
連携拠点病院に指定されていない施設において、  

前）  ル）   

現在、がんの相伐美郷（実務）に携わっている着、  
あるいは今後その予定がある者  

相談支援センター相談良基曜研倖（2）  i：．≡   同上   X  ②  無  3日  1000人  相談員が必要とする基本的ながんに関する知 l粧の習得と相談場面での援助のポイント  6月2日から4日まで（2日午後から4〔】 午前）東京会場のみ（なかのZERO大 ホール基程研修1と連続開催）   

】  

4月18日と19日（高崎）、4月25日と26  
日（東京）、5月23日と24日（兵庫）中止  

相談支操センター相賦良基礎研修（3）  相ほ且   同上並びに基礎研修（1）と（2）の受講者  ×  ②  無   2日  450人（全四 10か所で問 催：40人－ヰ5  

人×10回）   催）、8月29日と30日（福岡）、9月28日  

と29日（東京）、9月30日と10月1日（東  
京）、11月9日と＝）日（東京）   

相娩支欄センター相棒員トレイナー研修  

がん登録初級者研修  
3日の研修については別途要件を追加※1）   
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平成21年度におけるがん対策情報センターの研修計画（予定）  

対象  
研修名  

都道府県  
職種   要件   からの   研修期間  定員   研修の呂的・概要   平成21年度予定  

推薦  

5月20日（仙台）  
5月25日（文京（D）  
8月3巳（札幌）  
6月10日（名古畳）  
6月1一日（大阪）  

¢月24日（広島）  

丁月8日（東京②）  

7月21日（福岡）  

主要5部位以外の∪ICCのTNM分類などの病   
期分闇のコーディングを行うことができ、また各  

院内がん登録中級者研修   

青に体丁旺書を先行   

1年度は初級者研修棒丁者）から指導者育成  
○初級者研附こ主体的に関わってもらうととも  
に、当面は各ブロックに2－3名の指導者、将来   

院内がん畳輯指導者研修   

修修了者③施設長の推薦を有する者   初級研修会での講数や説明の実演演習を行う  
とともに、院内がん登録に関わる矧勒臥ある  

○全国で開催している初姑者研修会での講羨  
あるいは演習指導を行い、一定の基準を満たし  
たことで指導者研抹修了とする．   
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平成21年度におけるがん対策情報センターの研修計画（予定）  

対象  都道府県  
研修名  

職種   要件   からの   研修期間  定員   研修の呂的・概要   平成Zl年度予定  

推薦  

○初級者研俸会で講蓑担当、演習指導を予定  1回巨＝月2柑 l  i  

している指導者研修欄了看あるいは指導者研  
情受講者を対象に最新の情報提供を行うととも  

腕内がん登録指導者相続研欄   以下の条件に紘当する者  に講義および演習を円滑に進める研雉を行う。  

（新規）   
職種は絹に問わない   

講中で初級者研悌会で講羨担当、演習指導を予  度  1）最新情報の講象、2）グループ討論からな  
定している者  リ 

初級研修会での横幕や説明の実演演習に反映  
させるとともに院内がん登録の諸問題に関して  
グループ肘論を行い、解決策を探る  

柑且9月25日 

地域がん登録を活用した事業の企図支援。全  

！  

脚ん踊政担当者向け研修2  年1回1日  FlOO人朋   国の都道府県のがん対策・がん登録担当は職 員を対象として実施。  12月ほ  【  

地域がん登録実搾看研棒   地域がん登録室に勤務す るがん登録実務者   

×  ∃ 

その  ■  年1回1日  150人‡呈度  地域がん登母実持古を対象とした祝扱者研修  
弓   

院内がん登録見宰領欄   
月個（瞞  

院内がん登録関係者  院内がん登録関係者   lx   ③  ■   月第3金曜  原則として隔月の第J金曜日   
日・半日）   
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（注1）病院の種類：①拠点病院の医療従事者に限定、②拠点病院の医療従事者を優先、③全ての医療機関を対象  
（注2〉①亀康局予算の移し換えによる研修、②医政局長通知に基づく研雉  
※1がん診療連携拠点病院の更新あるいは新規申附こ対する研修という位置づけのため・原則として指定要件にかかわる施設でやむを得ない事情がある場合に参加者を限定して開催する予定。   




